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はじめに

バンド幅合成ソフト（KOMB)は開発の当初（Ｋ３時
代）からＬＳＢデータの混在する場合でもバンド幅
合成ができるように作られていた

今までは測地実験はＵＳＢデータのみで行われＬＳ
Ｂデータが混在したときのプログラムの動作チェッ
クは十分ではなかった

最近、地理院さんの参加する国際実験ではＸバン
ド１０ｃｈの内、２ｃｈがＬＳＢデータとなる観測が行
われているが、ＬＳＢデータは使っていなかった（最
近のKOMBはＬＳＢをサポートしていなかった）
そこで、ＬＳＢも使用できるようにKOMBを改修した
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バンド幅合成処理の流れ
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ＵＳＢとＬＳＢの結合

相関処理はＵＳＢ、ＬＳＢ独立に処理される
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バンド幅合成関数（Ｘ-Ｂａｎｄ）

ＵＳＢとＬＳＢの結合



ＵＳＢのみの場合

ＵＳＢ＋ＬＳＢ（位相補正なし）



ＵＳＢ＋ＬＳＢ（ベースバンド）

ＵＳＢ＋ＬＳＢ（バンド平均値）



バンド幅合成結果
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まとめ

バンド幅合成ソフト（ＫＯＭＢ）を改修し、バンド幅合成ソフト（ＫＯＭＢ）を改修し、
LSBLSBデータの混在した観測データもバンドデータの混在した観測データもバンド
幅合成が行えるようにした幅合成が行えるようにした

USBUSBととLSBLSBの位相接続法はベースバンドの位相接続法はベースバンド
接続とバンド平均値接続および何も接続とバンド平均値接続および何もしないしない
のの３種類が選択可能３種類が選択可能

実際のデータに適用した結果は平均値接実際のデータに適用した結果は平均値接
続が良好続が良好


